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だが、結局こうした理論は、ロシアの特殊性 裏返 のナルシシズムによって強調する結果に逢着することが稀ではない。ネオ・ユーラシア主義はロシアのこうした思想的傾向が生んだ必然的帰結といえる。報告者はここにロシアのポストモダニズムがはまりこん 陥穽を見、そ を避けるべく徹底した個人主義的態度を取るペレーヴィンを評価 立場を取る。二〇〇八年
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の短編「ネクロマンサー」でペレーヴィンは明示的にドゥーギンを批判したが、一九九〇年代作品でもすでにペレーヴィンの反国家主義的姿勢は際立っており、それはたとえば、ソ連という国家や共産主義イデオロギーの無根拠さをあらわすため、とりわけその時期に多用された「夢」や「睡眠」のモチーフが登場する作品群を分析することによって明らかになる。
ペレーヴィンの反国家志向、そして個人の自由を称揚する態
度は、ロシアの特に大都市圏の住民が謳歌する消費主義社会とは相性がよく、彼 大衆的な人気を下支えする一因でもあるだろう。一方でペレーヴィ は、近年の反プーチンデモやアーティストによる反体制パフォーマンスには冷笑的な姿勢を崩さず、彼の描く「 抗」はそうした政治運動とは位相を異にすることが分かる。共産主義か資本主義か、保守かリベラルか、体制順応的か反体制的かにか わらず、集団への同化、奉仕要求す イデオロギーは彼にとり不要であり、あらゆる思想が国家との距離によって測られ ロシアにあって、ペレーヴィンの個人主義的な態度は十分な批判力を現在も保っている。
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